






















































































































































































































Fig. 1　 Sesquiterpenoids （guaianolides） from Artemisia 
gilvescens
Fig. 2　 Benzofluorene-type l ignans from Vitex 
rotundifolia root




No. 4 >500 32









































































顔面の色素沈着  2  2
肌がざらざらしていて荒れている  2  5
口唇の色が赤黒い  2  2
歯茎の色が赤黒い 10  5
舌の色が赤黒い 10 10
細絡  5  5
易出血性，ぶつけると青アザが出来易い  2 10
手掌紅斑  2  5
臍の左側を押すと張っていて痛い  5  5
臍の右側を押すと張っていて痛い 10 10
臍の下を押すと張っていて痛い  5  5
右下腹部（回盲部）を押すと張っていて痛い  5  2
左下腹部（S状結腸部）を押すと張っていて痛い  5  5
季肋部圧痛・抵抗  5  5
痔疾がある 10  5
月経異常 － 10
合計が 21 点以上で瘀血と判断
 寺澤捷年「和漢診療学」より
天然医薬の可能性を探る
145
ているのではないかと，われわれは考えています．
この血管の状況と，先ほどの寺澤先生の瘀血スコア
を合わせて，臨床的に瘀血スコアと血管状態とで瘀
血を判断できないかという研究を，今，進めている
ところです．この装置は医療器具ではないので，誰
でも使えるものなのですが，診断はできません．し
かし，血管の状況が数値化でき，先ほどの瘀血スコ
アというのを合わせると，瘀血と血管の状況との相
関性を出すことも可能です．そうすると，この装置
などを使って，簡単に瘀血を調べることができるよ
うになります．それにより，実際に漢方薬（駆瘀血
薬）を使ったらどうなるのかという研究が，私たち
でも簡単にできるようになるのです．この血管の画
像化は非侵襲的な方法ですので，採血などする必要
がなく，臨床応用が容易になると考えられます．こ
のことにより，駆瘀血薬の科学的意義も解明しやす
くなり，また，新しい駆瘀血薬の開拓も可能になる
のではないかと期待もしている所です．
　現在，OTCの漢方医薬品が非常に注目されてい
ます．健康サポート薬局の中で，漢方薬というの
は，重要なアイテムの一つです．薬剤師がきちんと
説明し，セルフメディケーションに寄与していく必
要があります．ですので，私はいつも，漢方薬はセ
ルフメディケーションの優等生であると説明してい
ますけど，誰でも簡単に使えるのかと言ったら，な
かなか簡単には使えません．しかし，先ほどのよう
な装置を利用することによって，その人の状況が数
値として表すことができる，もしくは自分で知るこ
とができるということができれば，漢方薬は適正に
利用できるのではないでしょうか．より適切な漢方
薬をセレクトできるということが，まさに育薬に繋
がるのではないかというのが，私の今の考えです．
　以上，本日は非常に簡単なお話ではございますけ
ども，天然医薬というのが将来どのような形で，医
療，臨床薬学に寄与していけるのかということの一
端をご紹介させていただきました．ご清聴ありがと
うございました．
○中村　川添先生，ありがとうございました．薬学
部の臨床薬学講座に，こういった内容をこれから推
進していく，新たな天然医薬治療学部門ができたと
いうことで，本日ご出席のみなさんも，今後ご活
用，あるいは共同研究等の所でお声掛けをいただけ
ればと思います．何かみなさまの方からご質問等ご
ざいますでしょうか．挙手をお願いできればと思い
ますけども．はい，お願いいたします．すいませ
ん，前にちょっとマイクがございますので，すいま
せんけどもお進みいただけますでしょうか．すいま
せん，ありがとうございます．
○木村　北部病院で感染管理をやっております木村
と申します．抗菌薬の開発が最近全然進んでいなく
て，先生ご存知のように，非常に先行き暗いという
イメージを持っておりますので，ぜひ，ご協力いた
だいて，新しいMRSAとか耐性菌の薬の開発をよ
ろしくお願いします．菌株ならたくさんあります．
よろしくお願いいたします．
○川添　はい，ありがとうございます．やはり抗菌
薬っていうのは，今すごく行き詰り感があるってい
うのは，私も聞いております．こういうのを，天然
医薬がブレイクスルーするのではないかっていう，
一つの期待を，私は持っています．今後こういうよ
うな形の研究も，また先生方のご協力の下に進めさ
せていただければと思っております．
○木村　すぐ治ってしまうと，おそらく，開発費を
回収できないので，だから高くなっちゃうので，飲
み続けるとMRSAが付かない薬とか，そういうの
があるといいと思うんですけどね．以上です．
○川添　はい，ありがとうございます．そういうの
は非常に天然医薬の得意な分野の一つではないかと
思います．ありがとうございました．
○中村　ありがとうございました．それではちょう
ど予定の時間になりましたので，これで川添先生の
教育講演のほうを終わらせていただきます．それで
はちょっと感謝の盾をお渡しさせていただきます．
○司会　ありがとうございます．それでは座長から川
添先生に記念の盾を贈呈いたします．（記念盾贈呈）
